




要約:最新型の 3 分間の仮想現実ゲーム中の若年成人の生理機能、ゲーム後の眼科調節力

測定及び自覚症状調査より、ゲーム中は非常に緊張・集中しており、他の 30 分間のテレ

ビゲームでも眼の調節が疲労または緊張する者がいることが示され、小児のゲーム許容時

間の検討の必要性が示唆された。青少年に人気の美少女ゲームを試行して小児への影響を

検討した。小学生の運動量を2時間測定記録の結果、運動量は学校の体育、休み時間、登

校時に依存していた。肥満児はスポーツ参加率が低かった.


